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  今年の冬はそれなりに寒くはありましたが、雪は少なく例年に比し過ごし易かったのではない
でしょうか。それでも新聞によればスキー場では少雪でスキーヤーが少なく早く閉鎖せざるを
得なかった処もあり、全てに万歳とは行かなかったようです。春の息吹も感じられ桜の開花も
早くなる予報です。
　４月のロータリー特別月間は母子の健康月間です。私にとって母子の健康に関する奉仕活動
について語るのは１年間の特別月間で最も難しいテーマの一つです。ロータリーにとってもリ
プロダクティブ・ヘルス（妊娠と出産）は大きなテーマの一つで、特に低開発国で活発に奉仕
活動が行われている様子はネットで伺えます。日本では低出生率が問題になりますが、周産期
の危険性が問題になる事は少なく、地域による産科医の偏在が取り上げられる位で、あまり重
大視されていないように思われます。しかし世界、特に低開発国では避妊がまず問題です。多
くの避妊を望む女性が安全で効果的な避妊法を利用できずにいる現在、避妊教育や避妊具の提
供といった基本的な対策だけで妊婦の死亡率を 1/3近く減らす事が出来るそうです。更に性と
生殖に関する健康の研修を充実させることにより妊産婦の死亡を 80％防ぐとも言われています。
そして根本的には医師、看護師、助産婦、熟練介護者の不足があります。奨学金、助成金、啓
蒙活動により保健従事者の継続的な教育と研修を支援する必要があります。更に医療が行き届
いていない地域が多くあり、医療費を負担できない人々も多くいるようです。
　当然子供たちの健康が重要です。健康を損なう原因の第一に衛生的なトイレや水施設が利用
できない人々が多数いる事と言われています。手前みそですが、私共の地区がグローバル補助
金を用いてタイ第3330地区との間で協力して行っている浄水器の設置も言わば子供の健康に微
力ですが役立っていると言えます。
　私もサポーターになっている“国境なき医師団”からのニュースを見ると、アフガニスタン
でも日本からの医師団が出産と新生児の診療に当たっているのですが、子供たちが命を失うの
は疾病だけではなく、直接戦争の被害者になるだけでもなく、治安やインフラ等の原因で医療
へのアクセスが悪く、そのため多くの女性や子供が充分な医療を受けられず命を落としている
と報告されています。やはり世界の平和があっての健康対策だと実感させられます。人種や宗
派を超えたロータリーこそが世界の平和を推進し、健康な社会を推進できるのでしょうか。こ
のメッセージを書くに当たっていろいろ勉強すると、ポリオの撲滅が達成されれば女性と子供
を助けることが次の目標でも良いと実感させられますが、さて私達はこの問題で寄付以外にど
の様な直接的援助が可能なのでしょうか。考えさせられます。

今年の冬はそれなりに寒くはありましたが 雪は少なく例年に

Governor’s Message
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会長エレクト研修セミナー報告 日時：2016 年 3月 5日（土）13：00
於：八戸パークホテル
PETS実行委員長　　　　　　
榊　清蔵（八戸南ロータリークラブ ) 

　2016年 3月 5日（土）八戸パークホテルに於いて
PETS（会長エレクト研修セミナー）が開催されまし
た。ガバナーエレクトの長嶺康廣の点鐘の後、鈴木
唯司ガバナーより挨拶があり順次、小山内康晴次期
地区研修リーダーより研修の進め方のご説明があり、
プログラムに従って進行されました。
　本年度は、初めての試みとして、DTTS（地区チー
ム研修セミナー）の内容について事前にビデオ撮り
をし、参加者に配付をして勉強をして戴く事により、
深く理解が得られること、又、当日のスケジュール
も短縮され時間的節約もできること等により実施さ
れました。
スケジュール的にも 13時スタート、18時終了と半日
コースで終ることができました。又、この時間内に
基調講演としてR1第 2510地区パストガバナー酒井
正人氏の「楽しく活力あるクラブにするために」と
題して約1時間ご講演を賜りました。貴重なお話を
本当にありがとうございました。
　今回の研修セミナーが会長エレクト、そして次期
クラブ幹事の皆様の大いなる活躍に繋がる事を信じ
てご報告とさせて戴きます。

鈴木ガバナー挨拶

長嶺ガバナーエレクト挨拶

懇親会　乾杯　北山PG基調講演 酒井正人様

長嶺ガバナーエレクト挨拶
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中グループＩＭ開催報告〔テーマ〕　輝ける女性の未来
～ワーク・ライフ・バランスの実現とダイバーシティの推進～

写真②

中グループガバナー補佐
沼田　実（青森東ＲＣ）　平成 28 年 2 月 28 日、2015-2016 年度国

際ロータリー第 2830 地区中グループＩＭ
が、ホテル青森にて青森東ＲＣをホストク
ラブとして開催されました。
当グループのＩＭは、例年グループ内５Ｒ
Ｃの合同例会と組み合わせて開催されてい
ます。新会員の紹介と昨年から各クラブの
活動報告も行うようになり、他クラブの
ロータリー活動情報を得るよい機会となっ
ております。
　ＩＭは、開会セレモニーから始まり、ゲ
スト並びに参加クラブの紹介、歓迎の挨拶、
ガバナーの挨拶に続き、今年度のＩＭの趣
旨を説明いたしました。
第一部の基調講演は、（株）みちのく銀行
代表取締役会長の杉本康雄様を講師に、
「ワーク・ライフ・バランスの実現とダイ
バーシティの推進」というテーマで行われ
ました。
　県内で最も女性登用を進めている会社
の一つであります（株）みちのく銀行の
ワーク・ライフ・バランスの実現に向け
ての取り組み状況と基本的な考え方の説
明をしていただきました。ワーク・ライフ・
バランスの実現には、以下の大きな三つ
のテーマで取り組んでいるとのことです。
①心身の健康（健康経営、メンタルヘル
スケア）、②職員の活躍（ダイバーシティ
の推進…女性活躍推進、障がい者雇用）、
③家族との時間（業務革新、時間あたり
の生産性向上）
　以上の取り組み等により、2020 年まで
に管理職における女性の割合を現在の
22.6％から 30％にする目標としているそ
うです。
　第二部のパネルディスカッションは、「働く現役女性と杉本会長によるディ
スカッション」という内容で行われました。コーディネーターに杉本会長、パ
ネリストには、（株）みちのく銀行松島支店長の福士節子様、（株）ＪＴＢ東北
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写真②

法人営業青森支店営業担当課長の佐藤智子様を迎え、「各種ハラスメント」、「産休・
育休」等、職場での様々な問題について、その解決策や心の持ち方を語っていただ
きました。
　第一部・第二部を通して、参加ロータリアンが改めて「女性の活躍環境」を考え
る切っ掛けとなったと思います。
　終了後の懇親会は、女性デュエットによるフルートとピアノによる演奏を聴きな
がら、講師、パネリストの方々、そしてロータリアン同士の楽しい語らいの時間を
過ごさせていただきました。
　最後に、次期中グループガバナー補佐の鳴海孝仁様（青森北東ＲＣ）の挨拶をいた
だき、「手に手つないで」で終了いたしました。
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「米山奨学生修了証書授与式及び歓送会」

写真②

　去る３月１２日 ( 土 ) の米山奨学生
修了証書授与式及び歓送会は、工藤
直前ガバナー、中村パストガバナー、
松本パストガバナーはじめ指導教官、
カウンセラー、ロータリアン、継続
奨学生等　約２８名の参加で国際ホ
テルにて行われました。
修了証書授与式では、４人の奨学生
及びカウンセラー、指導教官それぞ
れに修了証書、感謝状が贈られ、カ
ウンセラー、指導教官よりご挨拶を
頂戴し、また、奨学生一人ひとりか
ら挨拶をしてもらいました。
奨学生からは、一年間の思い出や、カウンセラー、ロータリアンに対しての感謝の言葉
をたくさん頂きました。特に、大鰐ロータリーでお世話していただきました金春海さん
は、野村総合研究所の小論文コンテストで、特別審査員賞をいただき米山奨学生の優秀
さを証明していただきました。
奨学生の皆さんは、一年間という短い時間ではありましたが、一生心に残る時を過ごし、
卒業してからの進路は、いろいろですが、青森を第２のふるさととして、また一段と成
長してくれるものと確信しています。
今回４人の奨学生の卒業にあたり、アジアの優秀な学生の成長を目の当たりにすること
が出来て、改めて米山奨学制度の意義を深く感じた次第です。
　今回、米山氏修了証書授与開催にあたり、いろいろご指導いただいた世話クラブ、サ
ブ世話クラブ、カウンセラーに深く敬意を表するとともに、参加いただいたロータリア

ンの皆様に大変感謝致
します。
来期は、新規の奨学生
が５名、継続が３名計
８名の奨学生でござい
ますが、
また皆様のご協力をよ
ろしくお願いいたしま
す。ありがとうござい
ました。

地区米山委員長　工藤真人
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グローバル補助金活用プロジェクト「浄水器設置事業」現地視察報告

写真②

2015-16 年度　地区水対策委員会委員長　須藤　朗

　年度当初に計画書で述べたように、グローバル補
助金を活用した浄水器設置状況視察並びにRID3330
の地区大会参加を目的として、平成 28 年 3 月 16 日
から平成 28 年 3 月 21 日まで（機中 2泊、現地 3泊）
の日程で行って参りました。訪れた所は、首都バン
コクから 700km以上離れたタイ南部、マレー半島
の中間あたりのタイ湾側（リゾート地として知られ
る プーケットの反対側）にあり、かつて仏教の中心
地でありアユタヤ時代に活躍した日本人の山田長政
が最期を遂げた地であるナコーン・シー・タマラー
ト（Nakhon Sri Thammarat）というところです。
地区大会の会場でもあったザ・ツイン・ロータス・
ホテルは、18 階建ての立派なシティホテルでそこに
三連泊しました。

参加者は、鈴木唯司ガバナー、長嶺康廣ガバナーエレクト、工藤武重直前ガバ
ナー、同夫人孝子さん、同令嬢貴恵さん（元交換学生で今回通訳として）、土橋
伸行地区会計（青森M）、そして私の合計 7名でした。
　この浄水器設置の事業は 4回目、視察は 3回目となり、これまで前任の伊東
睦（三沢東）さんやグローバル補助金委員長の佐々木眞一（むつ中央）さん達
がその時々のガバナー月信で、これまで報告してきた事柄と同じような内容に
なりますが、今回は以下のように 5ヶ所の学校訪問でした。（浄水器の設置場所
は、学校の敷地内です。）

三
月
十
七
日

一校目
協力RC

Baan Bangchang School　　バンバンシャン小学校　生徒数480人
Sichon Nakornsri RC  　　シーチョン　ナコンシー　RC

二校目
協力RC

Kongkapracharak School コンカプラシャーク校　生徒数360人 
先生28人
Tasala Nakornsri RC  　　タサラー　ナコンシーRC

三校目
協力RC

Phrathad Munnithi Madthayom School
Srithamsokkarat RC

三
月
十
八
日

四校目
協力RC

Ronphiboonkait Wasoontharaphiwat School  生徒数1,296人 

先生84人
Nakornsri virathai RC

五校目
協力RC

Wad Wang Khong School　　　　2才から5才の幼稚園児100人
Phasadej Nakornsri RC
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写真②

　訪問する先々で、子供達生徒、先生方、地域の方々の大歓迎を受け、浄水器
設置所の開所式のような感じでセレモニーが行われ、校長又は教頭先生より「経
済的にいつも簡単には水を買うことのできない家庭の子供がほとんどで、この
浄水器ができたことにより安全で信頼のできる水を無料で手に入れることがで
きるようになり、大変喜んでいます。本当にありがとうございました。」という
感謝の言葉が述べられ、続いて地元の協力したロータリークラブの会長さんは、
「この浄水器のきれいな水のおかげで安心して水を飲むことができるようにな
り、良かったと思っています。」また、地元の関係者は、「今まで近くの川の水
を使っておりました。その水はきれいではありませんので、このプロジェクト
にお礼を言いたいです。」と続きました。
　第 3330 地区のパストガバナーで、このプロジェクトの責任者であるウィチャ
イさんからの挨拶は、「この地域のロータリークラブや地域住民、そして日本か
ら長い旅路をここまで来てくれた方々、皆さんの共同プロジェクトで行うこと
ができました。水として、安心して飲める水が無くて健康上、大変心配してお
りましたので、このプロジェクトを行うことに決めたのです。どうぞ、大切に使っ
て下さい。」とありました。
　鈴木ガバナーからは、「私たちは、日本の北の方、青森県という第 2830 地区
より来ました。雪が降るところです。とてもきれいな所ですので、機会があり
ましたら、是非お出で下さい。今日は、浄水器の引渡式に皆さんと共に出席でき、
うれしく思っております。このプロジェクトは、タイ第 3330 地区と共同のもの
であり、ウイチャイさんをはじめとして、第 3330 地区のロータリアンにはお世
話になり、感謝申し上げます。ロータリーは、水の問題に関心があり、力を注
いでいます。これからもこのプロジェクトを続けていきたいと思っております。」
と挨拶されました。そして、子供達にお土産として青森から持参したダルマの
消しゴムを達磨についての説明を加えて子供達に手渡しました。
　その後、浄水器設置場所に案内され、これらの浄水器の建物は、地域や学校
の予算から支出され 100 万円ほど、そして浄水器そのものは、１基 90 万円とい
う説明を受けたりしました。最後には、全員で記念写真を撮り、浄水器の始動
できれいな水を手に入れることの喜びを分かち合いました。

内　　　容 業　　者 費用（米ドル）
5  Sets  of  RO  Water  Filtration　
System with
Coin-Operated　Machine and Head 
Dispenser  for 　 Bottling  12 
Bottles of Water

RO House Co.Ltd $40,000.00

☆補助金の記録より

予算の総額   $40,000.00
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調達資金 組織 金額（米ド
ル）

追加分 現金拠出と追加分

1 地 区 財 団 活 動 資 金
（DDF）

3330 $5,000.00 $0.00 $5,000.00

2 地 区 財 団 活 動 資 金
（DDF）

2830 $15,000.00 $0.00 $15,000.00

調達資金の概要
DDF寄贈 : $20,000.00

WF 上乗せ上限額：: $20,000.00
WF 上乗せ（申請額）: $20,000.00

調達資金の小計（上乗せ対象となる拠出金 + WF）: $40,000.00
ロータリアン以外からの拠出金（財団からの上乗せなし）: $0.00

調達資金の合計 : $40,000.00
予算の総額 : $40,000.00

☆浄水器RO Water Filtration　Systemについて
RO膜（逆浸透膜：Reverse Osmosis Membrane）方式を使用した浄水器の原理について

半透膜で仕切られた槽の一方に希薄溶液を、また他方に濃厚溶液を入れた時、
両溶液が平衡に達しようと希薄溶液側の溶液が、濃厚溶液側に移動する現象を
「浸透」と呼びます。
浸透が平衡に達した時、両液間に生じる圧力差を「浸透圧」と呼びます。
一方、濃厚溶液側に浸透圧より大きい圧力をかけると、浸透現象とは逆に溶液
が濃厚溶液側から希薄溶液側に移動します。この現象を「逆浸透」<Reverse 
Osmosis：RO>と呼びます。
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　水に溶け込む微細な物質をほぼ除去する逆浸透膜のメカニズム
ＲＯモジュールは、浸透膜（メンブレン）を何層にも重ねてのリ巻き状に
巻き、容器に収めて大きな表面積で多くの水を処理する事が出来ます。逆
浸透膜により、原水が透過水（純水）と濃縮水（排水）に分離されます。
原水中の不純物を排水として処理する為、目詰まりも少なく長期間使用出
来ます。浸透膜（メンブレン）の孔は僅か 0.0001 ミクロンと極めて小さい為、
原水中に含まれるほぼ全ての混入物の分離が可能です。

　3 月 17 日に三ヶ所の視察を終えた日の夕食は、テイラナン・ワオンルオ
ン第 3330 地区ガバナー夫妻、ウイチャイさん、浄水器設置に関係したロー
タリークラブの会長や会員の方々と懇談しながら楽しいひと時を過ごしま
した。
　次の 3 月 18 日の二ヶ所の訪問後は、アクセサリーや染物、せっけんなど
の工房やそれに関連したお土産店などを回りました。そして、ホテルに戻っ
てからは、2015-16 District Award Night と称して地区の会員増強や出席
などの表彰をするのですが、始まってすぐは、いつ乾杯になるのか言葉も
わからないので、今か今かと待っておりましたが一向にその気配が無く、
食事の給仕が進むのですが、地元のロータリアンは、飲んでいないのにも
拘わらず表彰の発表毎に大いに盛り上がるという、日本では考えられない
と話しながらも表彰が延々と続くのでした。
　旅行行程四日目の 3 月 19 日は、いよいよ地区大会第 1 日目であり、日本
と同様に会場前にはロータリーグッズの販売店が並ぶのですが、地区会員
の 30% が女性という関係もあるのか宝飾品やドレス、靴などの販売も行わ
れていました。大会のはじめには、各国からの交換留学生がパフォーマン
スで楽しませてくれ、その後、タイの国旗を初めとして出席者の国旗（イ
ンド、日本、韓国）が国歌の流れる中で入場しました。
　RI 会長代理は、インド、ケララ州（D3200）より、Sunil K.Zachariah さ
ん、北海道東部（D2500）からは、東堂明（旭川北）ガバナー、成瀬則之（網
走）GE、小船井修一（釧路）さんら数人、私たち 7 人そして韓国（D3690）
からは 15 人がそれぞれ紹介されました。続いて、RI 会長から挨拶があり、
その後に識字で有名なサオワラー・ラタナビッチ RI 理事が RI の現状や
地区の現況をエネルギッシュに報告しました。東堂ガバナー（D2500）の
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挨拶は、2007 年の地区大会に参加したのをきっかけにGSE、WCS、青少年交換、
IACの訪問等の事業が毎年のように行われているとのことでした。2013-14、
2014-15 年度には、グローバル補助金を使用したデンタルVTTを実施し、今年
の 9月には地区補助金を使ったVTTがウイチャイ PDGを団長として第 2500
地区に行かれるとのことでした。
　鈴木唯司ガバナーからは、昨年度より、水浄水器の視察でお世話になったこ
とのお礼と昨年に当方の地区大会にガバナーエレクトと次年度地区幹事、ウイ
チャイさんが来てくれたことへの感謝を述べました。その後には、訪問者全員
が壇上に案内され、第 3330 地区ガバナーより大会の記念品を頂戴しました。
韓国の代表者も挨拶し、プログラムの切れ目のところで会場外に出て、第 2500
地区と韓国の方々とエキスカーションに出かけました。近郊の手芸店やロータ
リアンのお店、ワット・プラ・マハータートというスリランカからもたらされ
た仏舎利が納められている巨大な仏塔がある寺院やその境内にある博物館で仏
像や硬貨、陶磁器などを見学しました。
　その後、夕方ホテルに戻って、シャワーを浴び着替えてからは「District 
Governor’s Banquet」、大懇親会に参加でした。それぞれが美しく着飾っての
参加で、特に女性会員の煌びやかな衣装は見ごたえがありました。その豪華な
雰囲気の中で、第 3330 地区のガバナーエレクトと長嶺ガバナーエレクトが次
年度も同様のプロジェクトに協力しあいましょうと固く握手を交わしました。
　地元会員らは、前夜の疲れを見せることなく余興が大変に素晴しく、みんな
張り切って踊ったり、歌ったり、中には美人コンテストのようなものまであり、
バラの花や現金で投票していましたが、どなたが優勝したのか判らずじまいで
した。それにしても、本当に一見の価値ある豪華で素晴しいショーそのもので
した。
　最終日は、ホテルよりスラターニ空港に直行し、国内線でバンコクに飛び、
その後バンコク市内の王宮、エメラルド寺院、ワットポー、ワットルアンなど
を見学し、バンコク空港近くのガーデンレストランで食事をした後、たくさん
の思い出と共に羽田への岐路に就きました。
　ロータリー財団の 6つの重点分野の一つである「水と衛生」に関してのプロ
ジェクトについては、世界中で数多くのロータリアンが取り組んでおり、改め
てこのことについて知識を深める行動を起こし、今一度、「水と衛生」の問題
について皆で考えたいと思います。その取り組みの中で、世界の相互理解、親善、
平和を前進させるロータリーの目的に叶うものになると考えることができると
思います。そして、援助した地域の人々に喜ばれ、また、鈴木ガバナーからお
土産の消しゴムをもらい目を輝かせていた子供達にも長く語り継がれるような
成果を生むであろうことを夢見て、このプロジェクトを継続していきましょう。
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グローバル補助金活用プロジェクト「浄水器設置事業」現地視察　記録
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『第 29回交換学生スキーの集い』報告書
第 2830 地区青少年交換委員長　川崎益美

地区参加者　：McKenna Elizabeth HARDY（アメリカ）, 
　　　　　　： Fu-Chi SHIH(Amy)（台湾）, 
                    ：委員長　 川崎益美

参加者一覧（総勢 142名）

参加地区 第2760地区 第2630地区 第2620地区 第2600地区 第2830地区
ロータリーアン 12名 11名 9名 16名 1名

来訪学生 9名 5名 5名 3名 2名

派遣学生 9名 6名 4名 3名

帰国学生 7名 3名

ローテックス 1名 2名

白馬高校 25名
インストラクター 4名

来賓 5名

平成 28年 3月 22日～ 24日（2泊 3日）の日程で、長野県白馬村「長野東急ホテル」を拠点に、
ホテルを貸し切って『第 29回交換学生スキーの集い』が開催されました。
　主催は白馬ロータリークラブで、会員数は僅か 13名との事です。

このイベントは、国際ロータリー第 2600地区青少年交換委員長　若林俊樹様から案内があ
り、長野第 2600 地区、愛知第 2760地区、岐阜三重第 2630地区、静岡山梨第 2620地区共催
の合同事業との事です。
　第 2600 地区（長野）と第 2760 地区（愛知）は、もともとは同じ地区でしたが、地区が分
かれたのに伴い、合同で何かやりましょうということで、今回の「交換学生スキーの集い」
が始まったそうです。会場は当初から白馬村で開催されているとの事です。
　その後、第 2630 地区（岐阜・三重）が加わり、5年ほど前から第 2620地区（山梨・静岡）
が加わり、そして今回第 2830 地区から、初めて私達 3名が参加させていいただきました。

　初日の 22日は、八戸発 8：11分のはやぶさ 2号に乗り、大宮乗り換えで長野駅まで行き、
それから特急バスに乗り白馬に向いました。ホテルに着いたのが 15：00頃となり、概ね 7
時間の移動となりました。
　受付を済ませ翌日のレンタルスキーのサイズを合わせた後に、夕食そして地区別オリエン
テーションの開始です。
　オリエンテーションの内容は、派遣学生が派遣先に行っても困らないように、現地語と英
語をおりまぜながらの自己紹介が主なる内容でした。
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私達は、派遣学生がいないために第 2620 地区と第 2600地区の合同のオリエンテーションに参加させてい
ただきました。どの派遣学生もパワーポイントで準備をしてきていて一生懸命自分の趣味や、家族の事な
どの発表をして、かなり真剣に取り組んでいる様子がひしひしと伝わってきました。その発表を Inbound
学生やROTEXの方が評価したり指導したりして、とても有意義なオリエンテーションでした。
　残念ながら今回私達の地区は、Outbound学生はおりませんが、次年度は是非最低でも 2名程度は、確保
し青少年の育成に力を注がなければならないと強く感じました。
　その後、地区別自己紹介等があり、余興の時間となり、McKennaは学校の体育の時間で勉強した、ダン
スを披露してみんなから拍手喝采をいただきました。
　また、Fu-Chi SHIH（Amy）は、得意のオカリナを吹いて皆さんの注目を浴びました。
その後、学生と大人と別行動となり、それぞれの時間（2次会）となりました。

　翌朝 23日はホテルで開会式を行い、その後、概
ねバスで 10分程度の白馬岩岳スキー場に向いまし
た。6人乗りのゴンドラで山頂のスキーゲレンデに
到着すると、一面真っ白の銀世界です。　今年は、
雪不足のために山麓は地肌が見えておりましたが、
山頂はスキーをするのには、何の問題も無い状態で
す。
　各、レベルごとのグループに分かれて、インスト
ラクター及び白馬高校の生徒さんが、怪我の無いよ
うに指導しながら、一緒に滑ってくださいました。
ロータリーマークのゼッケンを全員が身につけて、
一目で参加者だと解る状態がさすがに長年継続して
きているからと感心させられました。
　McKennaとAmyも、みんなと打ち解けて、スキー
をしていることが、とても楽しい様子でした。また、
リフトに乗っている合間に学校の様子や、ホストファ
ミリー、出身国の家族の様子なども、聞く事が出来
たりして、私にとりましてもとても良いコミュニケー
ションの時間となりました。
　夕方ホテルに戻り、温泉につかった後は、全員で
交流会・例会が開催されました。
白馬ロータリークラブの岸清美会長の挨拶はじめ、
地元の白馬村長、地区ガバナー等 ,
数名のご挨拶があり、その後、各地区参加者のご紹
介があり、私達も第 2830 地区として自己紹介を致し
ました。
　夕食会は、学生は地元白馬高校生徒の交流会とい
うことで、会場は大人とそれぞれ別会場となりました。



15ガバナー月信 2016 年４月号

ロータリーアンを中心とする懇親会は、各地区ガバナーはもちろんのこと、パストガバナー、ガバナーエ
レクトも積極的に参加しておりまして、このイベントの重要性をとても重視していると強く感じさせられ
ました。
　どなたかがおっしゃっておりましたが、『青少年交換プログラム及び青少年の育成に大きな影響を及ぶす
のは、ガバナーしだいです。ガバナーが如何に理解あるかで全くオリエンテーションの内容が変わってき
ます。』といった言葉がとても印象に残りましたし、私自身も全くその通りだと思います。
　私達の地区も、細々と継続してきておりますが、このプログラムが、消滅しないように、むしろ地区内
で積極的に広報活動することの重要性を実感させられました。

　最終日 24日の朝は、晴れて朝の日差しがとても眩しく、昨夜から降り始めた雪化粧とのコントラストで、
大変気持ちのいい朝でした。プライベートでも是非
また来てみたいと感じさせられた一時でした。
　朝食を済ませ、前日と同じように山頂に向いまし
たが、標高1300ｍのゲレンデは、ガスがかかり、と
いうよりは多分雲のなかではなかったかと思われま
す。視界が15～ 20メートル程度で、私としては、
引率の学生が怪我の無いようにと、出来るだけ一緒
に滑ることに致しました。
　11：00頃に少し早いランチでしたが、山頂のレス
トランで皆さんと一緒にたべて、その後、最後の滑
走を麓のゴンドラ乗り場まで、概ね3ｋｍを
McKennaとAmyと 3人で下りてきました。
　雪の無い台湾の留学生が、ここまで上達させた六ヶ
所ＲＣ並びにホストファミリーの皆様に、心より敬
意と感謝する次第です。
　ホテルに戻り13時から閉会式が開催されました。
全員無事で怪我もなくスケジュール通り終了した事
と、地元白馬ロータリークラブのホスピタリティー
に心より感謝したことを、各地区の代表がそれぞれ
挨拶いたしました。
　最後に、ホテル玄関前で集合写真を撮りました。
その後、それぞれのバスに乗り込み別れを惜しんで、
留学生同士が5月に東京で開催される、「全国青少年
交換研究会」での再会を約束し合っているのが、と
ても印象的でした。
　私達 3人を、地元第 2600 地区の青少年交換委員長
の若林俊樹委員長が、自ら運転をする中型バスで、
地元の引率の学生と一緒に長野駅まで乗せてください
ました。長野駅までの特急チケットはすでに持参して
おりましたが、委員長のご厚意に甘えて一緒に同乗
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させていただきました。この間、2人でお互いの悩みなど会話しながら、青少年交換委員長の方針なども会
話できて、大変有意義な時間となりました。
　長野駅を15：41分に出発をして、八戸駅には 20：12分に到着、Amyには 13分後には、七戸十和田駅に
着くから、決して眠らないようにと念を押して別れて、今回の研修は終了致しました。

　今回、このイベントに参加させていただき感じたことは、第 2830地区だけにとどまっていては決して体
験できない多くの事を学ばせていただきました。
Inbound学生は、多くの他地区との学生とコミュニケーションがとれて、沢山友達が増えて喜んでいました。
最終日の夜は、朝方まで起きていた学生もいたようでした。
また、Outbound学生のオリエンテーションのやり方も、多数の人数がいる事で競争意識があり、非常に内
容の濃いものとなっておりました。

　前述致しましたが、他地区合同のこのイベントを、
ガバナー、ガバナーエレクトの皆様及びパストガバ
ナーも参加されて、青少年育成を大変重要視されて
いることが身をもって体験致しまして、とても羨ま
しくも感じられました。

　このような、企画を29年間も継続してきた、白馬
ロータリークラブ及び第 2600地区青少年交換委員長
　若林俊樹様に心より感謝申し上げることと同時に、
参加を許可して下しました、第2830地区鈴木唯司ガ
バナーに心より感謝申し上げ報告と致します。

追記：次年度は、2017年 3月 21日～ 23日の予定で開催するとの事です。
　　　また、30回の記念行事となるようです。そして、次年度も早い段階から本年と同様、全国に参加  
         者の案内をするとの事です。
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コーディネーターニュ－ス2016年 5月号

公共イメージ向上作戦・ロータリーのブランドを高めるために
第3ゾーン公共イメージコーディネーター補佐

写真②

伊藤文利

　RI は 10 数年前 , 創立 100 周年を迎えるにあたりロータリーを更に規模拡大させる
ため新たな戦略計画を立てた。更にそれを裏付ける形でCLP, DLP を同時期に導入
した事は記憶に新しい。戦略計画によるクラブ強化、財団強化、広報強化の 3点を
推し進め、ロータリーの発展を期する一方、CLPではクラブの管理組織を改編し 5
大常任員会を立ち上げ、その中に会員増強、財団、広報の 3委員会を組み込んだ。
　以上の事実から 3大優先事項と銘打ったこの 3点は現在我々ロータリアンが最も
重要視し、且つ実現すべき約束事であると認識しなければならない。その 3部門の
中で特に我が国の「広報」は歴史的にマイナー扱いにされ、軽視されていたと思う。
実際、ロータリーは一部の市民から金持ちの昼飯会とも誤解されたり、我々が記念
物建立しても後面の片隅に小さくクラブ名を刻むだけ等、いわゆる陰徳精神が奨励
されていた為か、どんなに良い奉仕をしても市民には我々の善意が十分に伝わらな
かったし、地域社会にも正しく理解されていなかった。
　RI はそれらを踏まえ、諸々の情報を我々に「内部広報」としてゾーン、地区、ク
ラブに流し続けて来た。一方、末端のクラブは夫々の奉仕活動を地区、ゾーンを経
てRI へ計数的に報告するよう最近になって奨励し始めた。
　このような実績と戦略計画の周知徹底の努力の結果、ロータリーに関する積極的
「外部広報」やそのスキルも少しずつではあるが洗練され、形が見えるようになって
来たと思う。その実例として世界各地のロータリー奉仕活動は色んなメディアに取
り上げられ、広く社会に詳しく報じられるようになった。その数や頻度は年々増え
続けているのは大変喜ばしい。特にRI が熱心に進める SNS( フェースブック、ツイッ
ター等〉の様な IT活用による PR戦術は将来益々発達すると考えられるので、我々
も遅れをとらないようにしたい。
　さて、我々は110年の長きに亘り「超我の奉仕」を黙々と実行してきたが、ロータリー
の地域社会における認知度は残念ながら僅か 20％と誠に低く嘆かわしい。その為、
RI はロータリーのブランディング化を強く推し進めて来た。ブランドとして認知度
の低いロータリーを有名ブランドに育てあげるのが我々の仕事である。しかしブラ
ンドとして認知されるのはロータリアンの力ではなく最終的に市民の選択である事
を忘れてはならない。市民にロータリーをブランドとして認識してもらう為には普
段からコツコツとクラブが、会員個人が地道に奉仕活動を続け、まず「認知」して
もらう、「信頼」してもらう、「好意」を持ってもらう、そして今後に「期待」してもらう、
この繰り返しがロータリーブランド醸成の素地だと認識すべきであろう。
　大切な事は我々ロータリアン一人一人が誰からも尊敬と信頼される社会人・職業
人として存在する事が最高の広告塔であり、ブランディングの礎石でもあると確信
します。
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ロータリー財団寄付者名 (２月分 ) 
マルチプル・ポールハリスフェロー（MPHF） ポールハリスフェロー（PHF）

米山功労者

むつRC
杉沢利雄さん　　

八戸北RC
源新育子さん（３回目）　　

八戸東 RC
中道栄治さん（２回目）　

五所川原中央RC
澁谷省吾さん
（マルチプル 4回目）　

五所川原中央RC
小野順蔵さん（マルチプル 6回目）　

米山記念奨学金寄付者名 (２月分 ) 

（順不同）

会員動向
新会員名

佐々木 ナナ子さん
三沢東RC／２月２５日入会
SP: 高野君枝　会員
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文　庫　通　信（343号）

ロータリー文庫
〒105－0011
東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL：（03)3433-6456　FAX：（03)3459-7506　http://www.rotary-bunko.gr.jp
開　館：午前10時～午後5時　　休館；土・日・祝祭日

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年
  に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備
　し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、
  文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承りま
　す。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、
  ご活用願います。　以下資料のご紹介を致します。

ロータリアンの矜持
◎「ロータリアンの矜持」　藤川享胤　2015　1p　　　（D.2800 月信）
        　　
◎「ロータリーの親睦」　松田泰長　2016　1p　　　　（D.2790 月信）
　　　
◎「親睦の真意は」　櫻木英一郎　2016　1p　　　　　（D.2790 月信）

◎「“そよ風に 稲田のかおり 山深し”（ロータリーに輝きを）」　久野 薫　2015　1p　
　　（D.2680 月信）
◎「ロータリーのバッジはいいバッジである」　塚原房樹　2015　1p（D.2510 月信）

◎「いま求められる寛容の精神“Toleration”」　塚原房樹　2016 　2p    （D.2510 月信）

◎「続・国際ロータリーの変質」　新藤信之　2015　20p
 
◎「『クラブ戦略委員会に関するアンケート』回答要約」　村橋義晃　2016　2p     
（D.2660 月信）

◎「ロータリー創立記念日に纏わる遊び種」　神崎正陳  2010　9P 
                      　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［上記申込先：ロータリー文庫 ]　
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2015-2016 年度　出席報告・会員報告２月分

グループ クラブ名 出席率 例会数
2015－16年度会員数

男性 女性 増減
７/1現在 当月

むつ 65.00% 4 44 44 42 2 0
野辺地 96.87% 4 17 17 15 2 0
七戸 88.24% 3 18 17 16 1 -1
大畑 74.10% 3 10 10 10 0 0
東北 71.00% 5 14 15 14 1 1
むつ中央 71.00% 4 33 33 33 0 0
六ヶ所 53.90% 4 32 32 32 0 0

7クラブ小計 74.30% 168 168 162 6 0
三沢 85.50% 4 19 21 21 0 2
十和田 100.00% 4 25 24 22 2 -1
十和田東 96.80% 3 19 21 20 1 2
おいらせ 76.70% 4 11 11 10 1 0
三沢東 68.00% 3 30 31 29 2 1
十和田八甲 75.00% 4 78 78 78 0 0

6クラブ小計 83.67% 182 186 180 6 4
五所川原 58.35% 4 61 60 53 7 -1
金木 93.30% 4 16 15 14 1 -1
鰺ヶ沢 71.80% 4 13 13 13 0 0
鶴田 63.60% 3 11 11 10 1 0
五所川原中央 45.04% 3 41 47 43 4 6
つがる 71.10% 4 30 32 32 0 2

6クラブ小計 67.20% 172 178 165 13 6
弘前 90.00% 5 49 50 50 0 1
弘前東 100.00% 3 12 13 13 0 1
板柳 90.00% 3 17 17 17 0 0
黒石 100.00% 4 17 19 17 2 2
大鰐 85.00% 3 13 13 13 0 0
弘前西 100.00% 3 36 34 32 2 -2
平賀・尾上 94.30% 4 17 17 17 0 0
弘前アップル 100.00% 3 27 28 23 5 1

8クラブ小計 94.91% 188 191 182 9 3
青森 79.06% 3 66 74 72 2 8
青森東 82.15% 4 13 14 14 0 1
青森北東 92.43% 4 34 36 30 6 2
青森中央 57.50% 4 10 10 9 1 0
青森ﾓｰﾆﾝｸﾞ 80.00% 4 28 30 26 4 2

5クラブ小計 78.23% 151 164 151 13 13
八戸 88.98% 4 66 67 67 0 1
八戸東 100.00% 4 51 53 53 0 2
三戸 100.00% 3 12 14 14 0 2
五戸 86.25% 4 22 23 21 2 1
南部 86.80% 4 13 13 13 0 0
八戸北 81.62% 4 34 39 31 8 5
八戸南 82.60% 3 44 46 41 5 2
八戸中央 72.67% 5 28 25 19 6 -3

8クラブ小計 87.37% 270 280 259 21 10
40クラブ合計 81.87% 1,131 1,167 1,099 68 36 

東
第
１
グ
ル
ー
プ

東
第
２
グ
ル
ー
プ

西
第
１
グ
ル
ー
プ

西
第
２
グ
ル
ー
プ

南
グ
ル
ー
プ

中
グ
ル
ー
プ
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行事予定

４月　母子の健康月間
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

金
土
日
月

金
土
日
月

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土

火
水
木

5月　青少年奉仕月間
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月

金
土
日
月

火

火

水
木

会員基盤向上セミナー 東京

東第１グループ、東第2グループ合同IM きざん会館

青森北東RC創立50周年記念式典 ホテル青森

西第1グループＩＭ つがる市「松の館」

会員基盤向上セミナー 東京

八戸パークホテル16-17年度のための地区研修・協議会

東　京　第21回青少年交換研究会・東京会議
東　京　第21回青少年交換研究会・東京会議

ソウル市RＩ国際大会
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